










4.まとめ

①過去 3 年間,9 機関でとりあつかった胎児異常の症例は 397 例であった。合併する奇形

も多いため,疾患の種類とのべ数は,これをはるかに上回るのは当然である。

②胎児奇形調査を主としたため,出生前診断のうち,CVS,羊水穿刺,胎児採血等の検査によ

るものは,そのほとんどが洩れており,主として,超音波診断可能な疾患の分布にとどまっ

たのは,止むを得ないと考えられる。

③逆に,無侵襲で行える超音波診断による異常の発見と治療という観点からすると,今後管

理指針を検討していく上で,大きな手掛りを残したともいえよう。

④今後,更に症例を各年毎に積み重ねるとともに,調査表をもとに,個々の疾患別管理指針

を検討する予定である。


